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まだ、狩猟法が厳しくなかった時代。
秋から冬にかけて野鳥や小動物の猟が楽しみだった。野鳥の猟は「クビチ」と言い、私の推測では

鳥の首を地面に挟む罠猟だから「首地」と思う。罠は2種類あり、高度なテクニックを要して制作し、
捕獲率の高い「高クビチ」と、一般的な「地クビチ」に分かれる。諸塚村内では総称して「クビチ」
で理解できると思う。「高クビチ」は地面から約1ｍの高さに空中で仕掛けを作り首を挟む、豊富な
経験と技術が必要であった。「地クビチ」は日当たりの良い山の斜面を30㎝程平らにならし餌場を
作り、中に鳥が好む餌を入れ、周りを木の枝等で囲み、餌場の真後ろから立ち木を曲げ、糸を昔風の
タオル掛けの要領で土台の横棒を通し、鳥が止まり木に乗れば勢いよく抑え棒が鳥の首や胴体を挟み
込む罠である。「バネ、ヨマ（タコ糸）、横棒、落し、ダンマラ」・・・など専門用語を思い出す。
他には、ハト罠やイタチ箱、タヌキには「トラバサミ」があった、獲物は貴重なタンパク源として家
族で頂いた。

毛皮は高値で売れた。特に塚原地区は日当たりの良い場所に、きれいに手足を伸ばされた、イタチ
やタヌキ、テン、などの毛皮が釘で張り付けになっていた。これは「襟巻」の材料で、特にテンは村
外の方が買い付けに来ていた。野生鳥獣の乱獲が問題となり、狩猟法の制定で保護された時代が続き、
少しは小動物を見かけるようになった。

私も現在猟師ではあるが有害鳥獣の増加には閉口する。昭和の頃は鉄砲猟師が多く、犬が野山を放
し飼いで駆け回ったので鹿やイノシシは逃げていたが、現在は飼い犬は繋がれ、猟師は銃砲規制で激
減し、農林家は野菜や椎茸、森林の被害に手をやいている。

鹿さんは顔やしぐさは可愛いのだが、それに騙されて保護した時代が悔やまれる。

平成30年春号（通巻81号）

3 28

一般社団法人 諸塚村観光協会

黒木

目 次

今後の主な予定

・4月20日（金）
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上記以外に、4月上旬～5月上旬にかけて、各公民館
ごとの春祭や川祭などが開催されます。詳しい日程や
内容については、しいたけの館21にお尋ねください。
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～昭和30年代後半の話 その⑨～

この通信誌はWEBサイト「もろつかナビ」
http :// morotsuka - tourism.jp から見ることが
出来ます。郵送での送付が必要ない方は、事務
局までお知らせください。

「我がふるさと柳原」
画：金丸 寛美 提供：森の民宿 樹の里

白黒写真を基にコーヒー粉を使用し描かれています。

金丸寛美さん
オリジナルポストカード

シリーズ①の中から
「七ッ山・鹿」

しいたけの館21で発売中

http://morotsuka-tourism.jp/
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『パッチワークの森で猟師体験』～世界農業遺産認定地域が舞台!! 特別な宮崎発見の旅

田邉

日 程：平成30年 2月17日（土）～18日（日）

参加者：日帰り参加 8名、宿泊参加 3名 合計 11名

会 場：しいたけの館21 ／諸塚村内家代の山林／森の民宿 樹の里

世界農業遺産の認定を受けた高千穂郷・椎葉山地域が連携して商品企画を行ったツアー、諸塚村で
「狩猟」をテーマに開催した今回は宮崎県内外から11名の参加者が集まりました。猟師さんの世界
へ誘っていただく案内人は、諸塚猟友会会員の黒木重人さんと黒木雄介さん。それぞれ、観光協会理
事長として、特産品販売所「もろっこはうす」のスタッフとして、普段から地域外の方との交流を重
ねているお二人です。猟師さんだからこそ知っている山の世界を、面白く・わかりやすくお話しして
頂きました。
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案内人お二人の先導で、林道を数百メートル歩くとそこここに獣達が通った足跡（猟師の言葉では、

“ウジ”といいます）が発見できました。熟練の猟師の方になると、いつ・どのくらいの大きさの個体
が何頭歩いたのかぴたりと分かるそうです。猟師の技術で大切なのは、一番が獣を探し出す犬の能力、
二番目に犬を放す場所を決める為の足跡の見極め。最後の三番目に鉄砲の腕と言われているそうです。
鉄砲猟に出かける時の一日の様子や、箱型罠の仕組みや仕掛け方。獣たちのお風呂場（“ヌタ場”）の
案内、パッチワーク模様を織りなす諸塚の森林など、お話を聞かせてもらいました。

また、ジビエ肉の解体実習も行いました。予め準備し捌いてあった肉のブロックから骨の外し方を
実習してもらいました。猟師ならではの骨付き肉の煮込みや猪汁など、ジビエ料理も味わいました。
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1日目

13：00 しいたけの館21集合 オリエンテーション

13：30～ 猟師さんとパッチワークの森を歩く

16：00 猟師直伝 解体実習

17：00 ジビエ料理の試食 （日帰り参加の方はココまでで解散）

19：00 夕食交流会 森の民宿樹の里宿泊

2日目

8：00 朝食

／まとめとふりかえり

9：00 解散

●参加者の声
諸塚は初めてで、最初はどんなところなんだろ
う？と思っていましたが、今回のツアーに参加
してとてもいいところだなと実感できました。
猟師さん達と山を歩いて、諸塚の山の面白さが
分かり、とても楽しかったです。樹の里さんのジビエ料理



尾形
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アケボノツツジは、非常に大型のツツジ科ツツジ属の落葉広葉樹です。標高1000 ｍ以上の高い山地の
岩場崖地に見られます。高い山のツツジでは一番の早咲きで、諸塚山では4月中旬～下旬に開花します。
花が密集するツツジとは違って、高さ6メートル以上の木の枝の先に、直径およそ5㎝の淡いピンク色の
花をつけます。その色が夜明けの景色、曙色に似ていることから、アケボノツツジという名がつけられ
たそうです。

日 時：2018 年4月20日（金）10時集合 15時解散
諸塚村飯干特産品販売所

定 員：20名（先着順・最少催行人数10名）＊添乗員同行あり
会 場：諸塚山アケボノツツジ群生地とその周辺（山頂までの登山は行いません）
参加費：一般 4,000 円（税込）中学生以下 3,500 円 [ 昼食・体験料・ガイド案内料・保険料含]
申 込： 4月10日（火）〆切（先着順）

～メニュー～
☆春の恵み山菜採りをしよう ！
☆山の幸いっぱいの昼食作りをしよう！
☆空から降ってくるような花、アケボノツツジを観賞しよう！

4

春から夏にかけての行楽シーズン、ご家族やお友達と一緒に諸塚の自然を満喫してみませんか。

●森の古民家
自然の息吹を満喫できる昔ながらの民家。山々に囲まれ、木のぬくもり、

土のにおい、囲炉裏がある風景のなか、人と自然の共生を感じる、ゆっ
たりとした時間の流れ、誰でも気軽に体験できる心の憩いの場「森の古民
家」が村内に5軒あります。

●池の窪グリーンパーク
標高780m に位置する池の窪グリーンパークで、7棟の

ログハウスがあり、バーベキューやアスレチックに草スキー、
パターゴルフなど村の豊かな自然をお楽しみいただけます。

●諸塚山渓流の里
諸塚山の麓に飯干地区にある渓流の里は、ログハウス3棟に宿泊するこ

とができます。また、併設の河川公園にて渓流釣りや遊びもお楽しみいた
だけます。

～ゴールデンウィーク・夏休みのご予約はお早めに！～

詳しい情報はWeb検索「もろつかナビ」

松の平の秋祭りに「臼太鼓」が奉納されます。11月23日勤労感謝の日に、
神事の後「甲斐一志家」で門入れして踊り場へ移り、11時頃から舞いを奉
納、6庭の舞が休憩を挟みながら3時頃まで続きます。そして餅まき、懇親
会となる。舞手が減少する中、県内外から帰省して参加する舞手もいる。こ
の時期、寒くなる日もあるが懇親会ともなると体の中から暖まってきて、
コップ片手に話が盛り上がります。カラオケ大会も同時進行で賑やかですが、
夕闇が迫る頃、会場を後にして地区のお家へ流れて更に懇親を深めて行くの
が、諸塚では当たり前の光景です。

舞手が背中に立てる幟を見ると、江戸期の物が数枚あって歴史を感じさせ
られます。



諸塚村のたけのこシーズンは、3月の終わりから「モウソウダケ」が出始め、「ハチク」「サンチク」
「ダイミョウダケ」と続き、田植えの頃に「ニガダケ」「シノメダケ」「クロダケ」、10月には「シホウ
チク」が採れます。中でも、「モウソウダケ」は量も豊富でえぐみやあくも少なく、様々な料理として食
卓に並ぶほか、乾燥して保存する「乾たけのこ」が作られます。旬の素材を大切に保存する乾物は先人の
知恵であり、栄養が凝縮された伝統食材です。

戻し方は大きく3通りがあります。
①一晩水につけておき、煮て戻す。
②1時間ほど水から炊いて、煮汁に一晩つけておく。
③圧力鍋や保温鍋を使う時短戻し。

いずれも戻し汁には、シュウ酸というアクが含まれるので、
料理使用はおすすめできません。

たけのこの栄養成分の多くは食物繊維で、カリウム、ビタミン
B2、ビタミンCなどが含まれます。食物繊維は、摂取量が少ない
と大腸ガン発生のリスクが高くなるという発表から、近年関心が
高まり、5大栄養素に続く第6の栄養素と位置づけられています。
カリウムやビタミンCなどの水溶性ビタミンと違い、食物繊維は
水でほとんど失われないと言われています。

山の恵みの安心安全な乾たけのこを、あなたの食卓に取り入れ
てみませんか。

〈発行元〉一般社団法人 諸塚村観光協会 まちむら応縁倶楽部

〒883 -1301 宮崎県東臼杵郡諸塚村大字家代3068 しいたけの館21内

TEL:0982 -65-0178 FAX:0982 -65 -0189

http://morotsuka - tourism.jp Mail:ecom@vill.morotsuka.miyazaki.jp

Twitter 公式アカウント@MorotsuKanko Facebook 公式ページ 諸塚村観光協会
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～編集後記～

堀川

★諸塚の自然や特産品を優しい色調で描かれる金丸寛美さんの世界を多くの方に届けたい！の思いが叶い、ポストカードの販
売を始めました。諸塚との縁をあれこれ目線を変えながら紡ぐことが出来たらいいなぁと思っています。 ～堀川 尚子～

★2月下旬から約1カ月、宮崎大学地域資源創成学部の学生さんをインターンシップ生として迎えました。実習成果の一つとし
て「もろつかナビ」内のキャンプ場情報をリニューアル！ログハウスの内観を360 °画像でご覧いただけます！ ～田邉 薫～

★この冬の寒さが厳しかった分、桜、山桜、桃、等が例年より早くそして綺麗に咲きました。 ～尾形 浩一～

★馬肉をサクラ、猪肉をボタンと言われるは、肉の色がその花に似ているから、鹿肉をモミジとは？花札の絵柄にあるからと
言われています。 ～黒木 重人～

第33回諸塚山山開き会場で猪汁を
販売する池田さん

商品については
特産品販売所「もろっこはうす」

℡0982 -65 -0264

「縁を紡ぐ」第7回目は、諸塚村商工会女性部長の池田文子さんをご紹介
します。

生まれ育った都城から諸塚に来て半世紀以上の年月が流れ、「諸塚人の
人のよさ」はあの頃と変わらないと話されます。文子さんは学校卒業後、
お姉様が営む飲食店を手伝っていた頃、自衛隊で働く諸塚出身の仁雄さん
と出会われました。その後、仁雄さんが退官され、ご両親の住む諸塚に帰
られることになり結婚され、諸塚での暮らしが始まったそうです。

日本の高度経済成長期であった昭和41年、滝ノ下に池田商店を開業され
ました。仁雄さんと共に、諸塚村商工会発展のために尽力されてきた文子
さんは、平成16年から女性部部長を務められています。3月の諸塚山山開き
では、販売のほかに、色とりどりの漬物が並びます。これは、「諸塚に来
た方々に喜んでもらいたい。」という思いを女性部の皆さんに呼びかけ、
手作りの漬物を持ち寄りで振る舞われているものです。また、女性部の
リーダーとして福祉活動やボランティアと熱心に取り組まれ、数々の表彰
をされ、平成27年には諸塚村森林文化賞を受賞されています。

これからも様々なイベントを通して、変わることのない「諸塚人の人の
よさ」を伝えていただきたいと思います。


